
■日 程  2020 年 10 月 20 日（火）・21 日（水）

■会 場  福岡国際会議場 １F・２F・３F・4F （福岡市博多区石城町２－１）

■主 催  九州建設技術フォーラム実行委員会

【開 催 報 告】



■九州建設技術フォーラム 2020 開催報告

１．「九州建設技術フォーラム」開催主旨・概要

 九州建設技術フォーラムは、新しい建設技術の開発・活用・普及の促進をより効果的に図る

ため、 「産」「学」「官」それぞれが新技術の開発・活用の取組みについて情報を発信し、「産」

「学」「官」で 技術情報のプレゼンテーションや展示、意見交換会等の形をとりながら連携を

深め九州のさらなる 建設技術の発展を目指すものです。

今年は、メインテーマの「次世代技術で築く持続可能な未来社会～建設技術の飛躍的な向上

をめざして～」を踏まえ、基調講演では AI 等の基盤技術研究で知られる富士通株式会社の渡部

勇氏に講演いただきました。また、ブース展示は全体で 62 社・機関で出展技術数は８７を数え

ました。プレゼンテーションには 29 社・機関が参加しました。 

今年の開催で特筆されるのは、新型コロナ感染拡大防止対策です。接触による感染リスクを

回避するために、来場者の受付を WEB によるリモート受付にしたのをはじめ、基調講演は

WEB 活用のライブ配信を実施。また「三密」回避の観点から、多目的ホールのブース設置数及

び入場者数、基調講演やプレゼンテーション会場の入場者数を従来の 5 割程度に抑えたほか、

QR コード受付、サーモグラフィ検温など様々な感染防止対策を講じました。対策の結果、本フ

ォーラム来場者から新型コロナ感染者を出すことなく本番を終えることができました。例年、

数百名規模で参加があった大学等からの来場が見送られる中（一部の大学は来場）、心配された

来場者数は 2 日間で 2,342 名（1 日目：1,237 名、2 日目：1,105 名）を数え、昨年と比較した

場合で大きな落ち込みは見られませんでした。

また、同時開催イベントとして「インフラメンテナンス国民会議九州フォーラム第 4 回ピッ

チイベント」も行いました（※開催は 2 日目のみ）。

２．開催結果

【開催日時】 1 日目：令和 2 年 10 月  20 日（火） 13:00～17:00 

2 日目：令和 2 年 10 月  21 日（水） 10:00～16:30 

【開催場所】 福岡国際会議場 １F ロビー、2Ｆ多目的ホール、3F メインホール 

(福岡市博多区石城町) TEL.092-262-4700 

３．実施内容

●開会式

〇実行委員会役員整列 〇実行委員会役員紹介（日野委員長）
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〇実行委員会役員紹介（堂薗副委員長） 〇実行委員会役員紹介（見坂副委員長）

〇実行委員会役員紹介（福島副委員長） 〇主催者挨拶

●1 日目（20 日）

（１）基調講演 ※聴講者は 486 名

・演題：「建設業界における AI 技術等の利活用による生産性向上について」

・講師：渡部 勇氏（富士通株式会社（一般社団法人建設電気技術協会 会員企業）

〇会場風景 〇講師（渡部氏）

〇YouTube の WEB 中継（413・414 会議室） 〇YouTube の WEB 中継（パソコン受信画面） 
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 （２）技術情報提供 

 

１）プレゼンテーション 

    ・時 間：発表時間 17 分 質疑応答・入れ替え時間 3 分 

    ・テーマ：「ICT」「環境」「維持管理」「行政（国）関係」「学会」 

    ・発表数：11 テーマ（発表者数 11 者 企業等：9 学会：1 行政（国）：1） 

          ※学会：（公社）土木学会西部支部 

          ※行政：九州地方整備局関門航路事務所 

    ・聴講者数：合計 399 人（413 会議室 218 人  414 会議室 181 人）  

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

順番 プレゼン者名・テーマ 聴講者数

関門航路（南東水道）における埋没メカニズムについて
‐効率的な航路整備・維持方法の提案‐

九州地方整備局関門航路事務所

詳細可視画像及び熱画像を用いた調査方法

株式会社保全工学研究所

ジオファイバー工法・ニューレスプ工法

福岡県ジオファイバー協会・福岡県ニューレスプ協会

テールアルメFS

JFE商事テールワン株式会社

フル・ファンクション・ペーブ（FFP）

株式会社ガイアード

SEFジョイント、耐疲労鋼を採用した伸縮装置

株式会社横河NSエンジニアリング

413会議室

56

36

27

32

1

2

3

4

395

6 28

順番 プレゼン者名・テーマ 聴講者数

全天候型仮設テント　アトモス工法

株式会社トータル環境

まちづくりの夢・アイデアの紹介と支援

一般社団法人建設コンサルタンツ協会九州支部

加湿式土壌浄化技術

株式会社竹中工務店

JACICクラウド

一般財団法人　日本建設情報総合センター

公益社団法人土木学会西部支部

13

（公社）土木学会西部支部における調査研究委員会活動
‐その展開と成果について‐

5

6

414会議室

51

58

26

33

1

2

3

4

3



２）ポスターセッション 

    ・出展数：6（協会等：1 学会関係：3 行政（国）：1 ） 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）自治体パネルの展示 

    ・出展自治体：10 自治体（福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県  

鹿児島県 福岡市 北九州市 熊本市） 

        

   

                    

 

 

 

 

 

 

 

４）技術情報の展示 

    ・テーマ：「安全防災」「環境」「コスト」「品質」「ICT」「維持管理」学会関係 

    ・出展数：62 ブース（出展者数：1 階 11 ブース 2 階 51 ブース） 

        ▼２階展示会場 
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        ▼１階展示会場 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）リクルーティングプレゼンテーション（※専用ホームページ上での WEB 動画配信） 

    【プレゼン参加機関】・・・・5 社 

     （一社）建設コンサルタンツ協会九州支部/（一社）日本橋梁建設協会九州事務所 

     （一社）日本建設業連合会九州支部/（一社）全国測量設計業協会九州地区協議会 

（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会九州支部/ 

 

    ▼（一社）建設コンサルタンツ協会九州支部 ▼（一社）日本橋梁建設協会九州事務所 

 

 

 

 

 

 

  ▼（一社）日本建設業連合会九州支部    ▼（一社）全国測量設計業協会九州地区協議会 

 

 

 

 

 

 

  ▼（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会九州支部 
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●2 日目（21 日） 

（１）技術情報提供 

１）プレゼンテーション 

    ・時 間：発表時間 17 分 質疑応答・入れ替え時間 3 分 

    ・テーマ：「安全防災」「品質」「コスト」「ICT」「行政（国）関係」「学会」 

    ・発表数：20 テーマ（発表者数 18 者 企業等：15 学会：2 行政（国）：1） 

          ※学会：（一社）九州橋梁・構造工学研究会 

                          ：（公社）地盤工学会九州支部 

          ※行政：九州地方整備局九州技術事務所 

    ・聴講者数：合計 829 人（413 会議室 372 人  414 会議室 457 人）  

 

                

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

順番 プレゼン者名・テーマ 聴講者数

MITS工法（中圧噴射攪拌工法）

MITS工法協会

大型カルバート及びクロロガード

株式会社ヤマックス

一般社団法人　九州橋梁・構造工学研究会

RBPウォール工法

RBPウォール工法協会

下部水密可動式無動力自動開閉ゲート

旭イノベックス株式会社

パンウォール工法・キャブウォール工法

ＰＡＮ　ＷＡＬＬ工法協会

ジャイロプレス工法

一般社団法人　全国圧入協会

土石流検知アラートシステム

いであ株式会社

3DVRDesinStudio  UC-Win/Road

株式会社フォーラムエイト

3 35

4

5

6

7

29

30

36

33

1.KABSE紹介
2.KABSEにおける木材利用研究の意義と成果
3.「補修業務に関する課題解決と維持管理効率化に向けた研究分科会」の活動紹介

8

9

413会議室

42

38

65

64

1

2

順番 プレゼン者名・テーマ 聴講者数

エポコラム工法（Loto/Taf/Pls工法）

エポコラム工法協会　九州支部

土留部材引抜同時充填工法

共同組合Masters 地盤環境事業部会
土留部材引抜同時充填工法研究会

超低空頭場所打ち杭工法

鉄建建設株式会社

WILL工法（スラリー揺動攪拌工法）

WILL工法協会

公益社団法人地盤工学会九州支部

大規模点群データ高速編集ツール

アイサンテクノロジー株式会社

「A4CSEL(クワッドアクセル）」建設機械の自動化による
次世代の建設生産システム

鹿島建設株式会社

Atlas Driveを用いた建設現場における遠隔臨場の促進

一般社団法人　九州地方計画協会

新技術の活用状況と活用促進の取り組み

九州地方整備局九州技術事務所

37

32

5
令和2年九州豪雨地盤災害調査報告

64

3

4

6

7

8

9

64

64

414会議室

35

33

64

64

1

2
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２）ポスターセッション 

    ・出展数：※20 日・21 日共通 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

３）自治体パネルの展示 

    ・出展者：※20 日・21 日共通 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

４）技術情報の展示 

    ・テーマ：「安全防災」「環境」「コスト」「品質」「ICT」「維持管理」 学会関係 

    ・出展数：※20 日・21 日共通 

 ▼２階展示場 
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 ▼１階展示会場 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

５）リクルーティングプレゼンテーション（（※専用ホームページ上での WEB 動画配信） 

    【プレゼン参加機関】 ※20 日共通 

     ▼専用ホームページの当該ページ（※一部抜粋） 
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４．新型コロナ感染拡大防止対策 （※感染拡大防止対策の一部を抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇フォーラム来場者用の専用入口設置     〇サーモグラフィ検温 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

〇受付場所のソーシャルディスタンス確保   〇受付を QR コード受付で対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇カウンター設置で会場の入場制限実施    〇配布資料は、机に設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇多目的ホール内の一方通行規制実施     〇会場内各所に手指消毒機器配置 
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５．入場者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

【産学官別入場者内訳】          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産

87.2%

官（国）

5.9%

官（自治体）

2.3%

学

2.0% その他

2.6%
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６．出展方法および所属団体別参加実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□出展技術数内訳 （技術）

ＩＣＴ 15

コスト 4

安全・防災 36

環境 9

品質 7

維持管理 16

　合計 87 ※学会・大学を除く

□ブース出展者履歴内訳 （組織）

新　規 8

出展実績有 54

合計 62

□ブース出展者所属団体内訳 （組織）

日本建設業連合会 　九州支部 14

日本道路建設業協会　九州支部 1

日本橋梁建設協会　九州事務所 1

日本建設機械施工協会　九州支部 2

日本埋立浚渫協会　九州支部 1

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会　九州支部 3

全国特定法面保護協会　九州地方支部 1

全国測量設計業協会連合会 九州地区協議会 0

九州コンクリート製品協会 1

建設コンサルタンツ協会　九州支部 10

その他（大学含む） 0

学会 3

発注機関 1

合計 38 ※一部重複

□技術情報の提供方法 （組織）

ブース展示+プレゼン 27

ブース展示のみ 35

プレゼンのみ 2

カタログのみ 0

合計 64

□プレゼン参加内訳

プレゼン参加出展者・機関 29

●プレゼンテーマ別コマ数 （コマ）

ＩＣＴ 4

コスト 4

安全・防災 6

環境 3

品質 2

維持管理 5

　その他（学・官） 8

合計 32

□出展者所在地 （組織）

福岡 46

佐賀 1

長崎 0

大分 0

熊本 2

宮崎 1

鹿児島 0

関東・甲信越地方 6

近畿地方 2

中部地方 1

山口・中国地方 0

北陸地方 0

四国地方 0

北海道 1

東北地方 2

合計 62
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展示種類 出展機関所属団体 出展数

日本建設業連合会 　九州支部 14

日本道路建設業協会　九州支部 1

日本橋梁建設協会　九州事務所 1

日本建設機械施工協会　九州支部 2

日本埋立浚渫協会　九州支部 1

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会 3

全国特定法面保護協会　九州地方支部 1

全国測量設計業協会連合会 九州地区協議会 0

九州コンクリート製品協会 1

建設コンサルタンツ協会　九州支部 10

その他 27

土木学会　西部支部 1

地盤工学会　九州支部 1

九州橋梁・構造工学研究会 1

九州地方計画協会 発注機関 1

合計 65 ※一部重複

日本建設業連合会　九州支部 0

日本橋梁建設協会　九州事務所 1

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会　九州支部 1

建設コンサルタンツ協会　九州支部 0

土木学会　西部支部 1

地盤工学会　九州支部 1

九州橋梁・構造工学研究会 1

西日本高速道路株式会社 0

九州地方整備局 1

福岡県 1

佐賀県 1

長崎県 1

熊本県 1

大分県 1

宮崎県 1

鹿児島県 1

福岡市 1

北九州市 1

熊本市 1

インフラメンテナンス国民会議/インフラメンテナンス国

民会議九州フォーラム
その他 0

合計 16

日本建設業連合会 　九州支部 4

日本道路建設業協会　九州支部 1

日本橋梁建設協会　九州事務所 1

日本建設機械施工協会　九州支部 0

日本埋立浚渫協会　九州支部 0

全国特定法面保護協会　九州地方支部 0

全国測量設計業協会連合会 九州地区協議会 0

九州コンクリート製品協会 1

建設コンサルタンツ協会　九州支部 2

その他 14

土木学会　西部支部 2

地盤工学会　九州支部 2

九州橋梁・構造工学研究会 2

九州地方計画協会 1

九州技術事務所 1

関門航路事務所 1

合計（コマ） 32 ※一部重複

発注機関

学

産

産

プ

レ

ゼ

ン

テ
ー

シ

ョ
ン

ブ
ー

ス

展

示

ポ

ス

タ
ー

セ

ッ
シ

ョ
ン

産

官（自治体）

発注機関

学

学
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７．来場者等へのアンケート調査結果  

 

【来場者アンケート】（アンケート集計数：８１１件）  

 ●職業は？                ●何で知りましたか？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●どちらから来られましたか？       ●印象に残ったプログラムは？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

●今後参加したいですか？              ●内容は開催趣旨に合っていたか？ 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター

15.9%

チラシ

7.5%

ホームページ

56.9%

新聞

3.3%

その他

15.6%

無回答

0.8%

福岡県

85.0%

佐賀県

3.8%

長崎県

0.7%

熊本県

3.1%

大分県

2.2%

宮崎県

0.6%
鹿児島県

0.5%
山口県

0.7%
その他

4.2%

無回答

0.2% 基調講演

27.1%

技術情報の展示

33.0%

プレゼンテーション

23.4%

ポスターセッション

8.4%

自治体パネル

6.5%
無回答

1.6%

思う

93.2%

思わない

0.6%

わからない

5.6%

無回答

0.6%

あっていた

91.4%

あっていない

0.7%

わからない

6.9%
無回答

1.0%

企業・協会等

96.7%

学校関係

0.4%

行政（国）

1.6%

行政（県市町村）

0.4%
その他

0.5%
無回答

0.4%
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 ●どのプログラムが開催趣旨に合って？     ●「基調講演」のライブ配信を今後も 

  いあたか？                  望むか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●今回の新型コロナ感染拡大防止対策をどう思うか？ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演

24.1%

技術情報の展示

34.3%

プレゼンテーション

22.3%

ポスターセッ

ション

9.9%

自治体パネル

4.6%

無回答

4.8%

実施を望む

72.5%

終息すれば

望まない

15.2%

わからない

10.9%
無回答

1.4%

問題ない

84.9%

問題ある

2.4%

わからない

12.2%

無回答

0.5%
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